








我が国の『団塊の世代』が 65 歳以上に達する 2015 年が目





し続け，平成 20 年には 45.8％と 5 割を下回った。平成 21
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18 歳人口の減少と介護福祉士志望者の減少により，全国の介護福祉士養成施設における定員充足率は平成

































ニケーション技術 Ⅰ，Ⅱ」の 2 科目の平均値を『科目群 B-





と老化の理解 Ⅰ，Ⅱ」の 2 科目の平均値を『科目群 C-1』，
「障害の理解」を『科目群 C-2』，「認知症の理解」を『科目群
C-3』，「こころとからだのしくみ Ⅰ～Ⅲ」の 3 科目の平均
値を『科目群 C-4』として比較した。学内成績は，科目ごと







を示す。GPA は 2009 年度に上昇しているが，以降は低
下傾向を示した。共通試験は，どの年も 6 割を超えてい
る。2010 年度に 78.04 と最高値であったが，新カリキュ










2008 年度から 2011 年度卒業生 193 名の GPA の平均値

































 ༞ᴗᖺᗘඹ㏻ヨ㦂ṇ⟅⋡ GPA 
ᪧ࣒࢝ࣜ࢟ࣗࣛ
2008 69.00 3.51 
2009 69.49 3.64 
2010 78.04 3.53 











卒業時 GPA の平均値は 3.53±0.27，共通試験の平均値

























2008 年度から 2011 年度の卒業生における GPA と共通
試験との間に弱い相関関係が認められ，GPA が高値のも
のほど共通試験の正答率も高い傾向があった。しかし，
新カリキュラム完成年度である 2011 年卒業生（48 名）にお
ける科目群別成績においては，学内成績と共通試験正答
















2008 2009 2010 2011










































ධヨ䛾ู㻌 ேᩘ ᖹᆒ್ ୍⯡ ᣦᐃᰯ᥎⸀
⮬ᕫ
᥎⸀ ᥎⸀
୍⯡ 37 75.64±6.95 ̿ .016* .018* .020* 
ᣦᐃᰯ᥎⸀ 62 71.95±7.69 .016* ̿ .839 .937 
⮬ᕫ᥎⸀ 46 71.64±8.04 .018* .839 ̿ .905 
᥎⸀ 47 71.84±7.63 .020* .937 .905 ̿ 
୍⯡ 37 3.65±0.23 ̿ .001** .002* .094 
ᣦᐃᰯ᥎⸀ 62 3.49±0.25 .001** ̿ .806 .160 
⮬ᕫ᥎⸀ 46 3.47±0.29 .002* .806 ̿ .148 






















倒しにして実施し，2 年次の 10 月に研究発表を行うよう
にしている。これにより，国家試験が開始されても，国
家試験のための学習時間の確保はできるものと考えてい
る。
しかし，一方では 2 年次後期における必修科目が少な
くなるため，一部の学生では学習習慣の継続ができなく
なる恐れもある。また，２年次前期までに国家試験の科
目がほとんど終わってしまうため，せっかく学習したこ
とを忘れてしまう学生も出てくるものと思われる。した
がって，学生の学習に対するモチベーションを維持し，
国家試験の広い出題範囲を確実な知識にしていくための
対策講座や，国家試験に近い時期に開講した方が有効な
科目の検討などを行っていく必要があると思われる。
３）入試方法別成績の比較
本岡ら１）は一般入試と推薦入試での入学者の間では，学
― 164 ―
内成績の有意な差は認められなかったと報告しているが，
本調査おいては，一般入試入学者の卒業時 GPA は，指定
校推薦と自己推薦による入学者の GPA に比べ有意に高い
結果となった。また，共通試験正答率においても，指定
校推薦，自己推薦，推薦による入学者に比べ有意に高い
結果であった。
一般入試による入学生が年々減少している現状の中，指
定校推薦，自己推薦の入学者が増加傾向にある。早期に
合格が決定した学生の入学までの期間の学習習慣を維持
させるための方策を，より充実させていくことが重要で
ある。また，入学後早期に短期大学での学習の仕方，介
護福祉に対する動機づけやその強化を充実させることが
必要である。
また，本学への入学試験は，一般入試も含めてマーク
シート方式でなく，特に早期に入学が決定した学生にと
っては，マークシートの記入に慣れていない学生も多い
と思われる。国家試験の問題は，回答を選択するもので
あり，こうした出題方法を各教科で取り入れながら，出
題方法に慣れさせることも重要であると思われる。
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